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製品分類 MPU ＆ MCU 発行番号 TN-RL*-A0102A/J Rev. 第1版 

題

名

誤記訂正通知

RL78/G23 ユーザーズマニュアル Rev.1.10 の記載変更 情報分類 技術情報

適

用

製

品

RL78/G23 グループ 

対象ロット等

関連資料
RL78/G23 ユーザーズマニュアル

ハードウェア編 Rev.1.10 
R01UH0896JJ0110 (Nov.2021) 全ロット

RL78/G23 ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.10（R01UH0896JJ0110）において、下記訂正が

ございます。

今回通知する訂正内容

訂正箇所 該当ページ 内容

フラッシュ・メモリ・シーケンサ・ステータス・

レジスタH, L（FSASTH, FSASTL）の初期値
p.150, p.1340 誤記訂正

12.8.2 ハードウエア・トリガの入力によるA/D変換 p.602 注意追加

17.2.9 UARTAクロック選択レジスタ0（UTA0CK） p.925 注意追加

17.2.10 UARTAクロック選択レジスタ1（UTA1CK） p.926 注意追加

23.2.2 メモリ電力削減制御レジスタ（PSMCR） p.1132 注意追加

23.3.2 STOPモード p.1143 誤記訂正

23.3.3 SNOOZEモード p.1146, p.1147 誤記訂正

27.3.8.1 IAWCTLレジスタ・ガードレジスタ（GIAWCTL） p.1199 誤記訂正

27.3.12.1 UARTループバック選択レジスタ（ULBS） p.1208, p.1209 誤記訂正

28.2.2 フラッシュ・リード・プロテクションの設定 p.1215 注意追加

29.6 スタンバイ・モード時の動作 p.1261 注意追加

エクストラ領域へのアクセス p.1345, p.1348, p.1367 誤記訂正

33.6.8.3 エクストラ領域書き換え時のコマンド実行例 p.1366 誤記訂正

34.4 ユーザ資源の確保 p.1379 注意追加

第37章 電気的特性 p.1405 説明追加

37.1 絶対最大定格 p.1405, p.1406 誤記訂正

37.2 発振回路特性 p.1407 誤記訂正

37.3.1 端子特性 p.1415, p.1417 誤記訂正

高速オンチップ・オシレータ動作電流 p.1434 誤記訂正

37.4 AC特性 p.1437 誤記訂正

37.6.1 A/Dコンバータ特性 p.1478, p.1479 注意追加

ドキュメント改善計画

本訂正内容については、次回ユーザーズマニュアル改版時に修正を行います。
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ユーザーズマニュアルの訂正一覧

No 
訂正内容と該当箇所

本通知での

該当ページ
ドキュメント

No. 和文 R01UH0896JJ0110 

1 フラッシュ・メモリ・シーケンサ・ステータス・

レジスタH, L（FSASTH, FSASTL）の初期値
p.150, p.1340 p.3, p.4

2 12.8.2 ハードウエア・トリガの入力によるA/D変換 p.602 p.5
3 17.2.9 UARTAクロック選択レジスタ0（UTA0CK） p.925 p.6
4 17.2.10 UARTAクロック選択レジスタ1（UTA1CK） p.926 p.7
5 23.2.2 メモリ電力削減制御レジスタ（PSMCR） p.1132 p.8
6 23.3.2 STOPモード p.1143 p.9
7 23.3.3 SNOOZEモード p.1146, p.1147 p.10, p.11
8 27.3.8.1 IAWCTLレジスタ・ガードレジスタ（GIAWCTL） p.1199 p.12
9 27.3.12.1 UARTループバック選択レジスタ（ULBS） p.1208, p.1209 p.13, p.14

10 28.2.2 フラッシュ・リード・プロテクションの設定 p.1215 p.15
11 29.6 スタンバイ・モード時の動作 p.1261 p.16

12 エクストラ領域へのアクセス p.1345, p.1348,
p.1367 p.17, p.18

13 33.6.8.3 エクストラ領域書き換え時のコマンド実行例 p.1366 p.19
14 34.4 ユーザ資源の確保 p.1379 p.20, p.21
15 第37章 電気的特性 p.1405 p.22
16 37.1 絶対最大定格 p.1405, p.1406 p.23, p.24
17 37.2 発振回路特性 p.1407 p.25
18 37.3.1 端子特性 p.1415, p.1417 p.26, p.27
19 高速オンチップ・オシレータ動作電流 p.1434 p.28
20 37.4 AC特性 p.1437 p.29
21 37.6.1 A/Dコンバータ特性 p.1478, p.1479 p.30, p.31

誤記訂正の該当箇所は、誤）太字下線、正）グレー・ハッチングで記載します。

発行文書履歴

RL78/G23 ユーザーズマニュアル Rev.1.10 誤記訂正通知 発行文書履歴 

文書番号 発行日 記事

TN-RL*-A0102A/J 初版発行

訂正一覧の No.1 ~ No.21 の誤記訂正（本通知です。） 
2022年10月3日 
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1. フラッシュ・メモリ・シーケンサ・ステータス・レジスタ H, L（FSASTH,

FSASTL）の初期値 (p.150, p.1340)

誤） 正）

00H/ 
04H 

00H/ 
80H 

00H 

00H 
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00H/04H 

00H/80H 注 

×0 

00H 

不定注 
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2. 12.8.2 ハードウエア・トリガの入力による A/D 変換 (p.602)

誤） 正）

また、ハードウエア・トリガに32ビット・インターバル・タイマ割り込み信号（INTITL）を選択する場合は、 
32ビット・インターバル・タイマ割り込み信号（INTITL）が発生するたびに、ITLS0レジスタの検出フラグを 
クリアする必要があります。このため、A/D変換結果比較機能の設定（ADRCKビット、ADUL/ADLLレジスタ）
は初期値にし、A/D 変換終了後に A/D変換終了割り込み要求信号（INTAD）が発生するようにしてください。
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3. 17.2.9 UARTA クロック選択レジスタ 0（UTA0CK）(p.925)

誤） 正）

UTA0OEN UTA0OEN 
注 

注  36～52ピン製品には CLKA0出力を搭載していないため、0を設定してください。 
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4. 17.2.10 UARTA クロック選択レジスタ 1（UTA1CK）(p.926)

誤） 正）

UTA0OEN UTA1OEN 
注

注  44～52ピン製品には CLKA1出力を搭載していないため、0を設定してください。 
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5. 23.2.2 メモリ電力削減制御レジスタ（PSMCR）(p.1132)

誤） 正）

注意4. オンチップ・デバッグ動作では、RAMをシャットダウン・モードに設定してもFF000H～FFEFFH以外のRAM 
へのアクセスが可能です。また、オンチップ・デバッグ動作では、シャットダウン・モードから通常モードに復 
帰した際、FF000H～FFEFFH以外の RAM 領域は不定になりません。 
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6. 23.3.2 STOP モード (p.1143)

誤） 正）

3.9～5.2 µs + 3～4 クロック 

1.5～2.5 µs 

0.6～0.8 µs 

3.9～5.2 µs 

0.6～0.8 µs + 3～4 クロック 

1.5～2.5 µs + 3～4 クロック 

発振安定時間（OSTSで設定）+3～4 クロック 

1 クロック 

7 クロック 

発振安定時間（OSTSで設定） 

10～11クロック 

4～5クロック 
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7. 23.3.3 SNOOZE モード (p.1146, p.1147)

誤） 正）

0～0.8 µs 

0.6～0.8 µs 
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“0.3～0.4 µs” + 7クロック 

“0.3～0.4 µs” + 1クロック 

“0.6～1.2 µs” + 7クロック 

“0.6～1.2 µs” + 1クロック 

“0.3～0.4 µs” + 10~11 クロック 

“0.3～0.4 µs” + 4~5 クロック 

“0.6～1.2 µs” + 10~11 クロック 

“0.6～1.2 µs” + 4~5 クロック 
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8. 27.3.8.1 IAWCTL レジスタ・ガードレジスタ（GIAWCTL）(p.1199)

誤） 正）

C4H 

A4H 
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9. 27.3.12.1 UART ループバック選択レジスタ（ULBS）(p.1208, p.1209)

誤） 正）

UARTループバック機能の選択 

UARTループバック機能の選択 

UARTループバック機能の選択 

UART ループバック機能の選択注 2 

UART ループバック機能の選択注 1 

UART ループバック機能の選択注 1 
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UARTループバック機能の選択 

UARTループバック機能の選択 

UART ループバック機能の選択注 1 

UART ループバック機能の選択注 1 

注 1. UARTA0について、ループバック機能を使用する場合は、ポート・ファンクション出力許可レジスタ 1 

（PFOE1）の PFOE10ビットを 1に設定してください。 

注 2. UARTA0について、ループバック機能を使用する場合は、ポート・ファンクション出力許可レジスタ 1 

（PFOE1）の PFOE14ビットを 1に設定してください。 
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10. 28.2.2 フラッシュ・リード・プロテクションの設定 (p.1215)

誤） 正）

注意5. セルフ・プログラミングでフラッシュ・リード・プロテクションを設定した場合は、リセット解除後にその設定が有効と 
なります。 
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11. 29.6 スタンバイ・モード時の動作 (p.1261)

誤） 正）

注意 スタンバイ・モード時は、SNOOZEモード・シーケンサを使用してリアルタイム・クロックに関連するレジスタ（RTCC0, 

RTCC1, SEC, MIN, HOUR, DAY, WEEK, MONTH, YEAR, SUBCUD, ALARMWM, ALARMWH, ALARMWWレジスタ）へア 

クセスすることはできません。
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12. エクストラ領域へのアクセス (p.1345, p.1348, p.1367)

誤） 正）

およびエクストラ領域 

およびエクストラ領域 

およびエクストラ領域 

およびエクストラ領域 

RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-RL*-A0102A/J 発行日：2022年10月3日



(c) 2022. Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 18 of 31 

およびエクストラ領域 

エクストラ領域、または 

およびエクストラ領域 
およびエクストラ領域 
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13. 33.6.8.3 エクストラ領域書き換え時のコマンド実行例 (p.1366)

誤） 正）

・データ・フラッシュを有効にする

DFLEN = 1 
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14. 34.4 ユーザ資源の確保 (p.1379)

誤） 正）

セルフ・プログラミング用
デバッグ制御領域 
（128 バイト）注 5 
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注5.  オンチップ・デバッガは、セルフ・プログラミングのブレーク用に次に示す製品のRAM領域（128バイト）を使用します。 

対象製品と RAM領域は以下の通りです。 

オンチップ・デバッガでセルフプログラミング中にデバッグを行わない設定にした場合は、上記RAM領域を使用しません。

セルフ・プログラミングのデバッギングの設定は、各統合開発環境のユーザーズ・マニュアルを参照してください。 

製品名 

R7F100GxG（x = A, B, C, E, F, G, J, L） 

R7F100GxJ（x = A, B, C, E, F, G, J, L, M） 

R7F100GxL（x = F, G, J, L, M, P, S） 

R7F100GxN（x = F, G, J, L, M, P, S） 

使用する RAM領域（128 バイト） 

FBF00H-FBF7F

F9F00H-F9F7FH 

F3F00H-F3F7FH 

F3F00H-F3F7FH 
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15. 第 37 章 電気的特性 (p.1405)

誤） 正）

第 37章 電気的特性 ＴＡ = -40℃ ～ ＋105℃ 第 37章 電気的特性 

この章では、以下の対象製品の電気的特性を示します。 

・対象製品2D ：民生用途 TA = － 40 ～＋ 85°C 

R7F100Gxx2Dxx 

・対象製品3C ：産業用途 TA = － 40 ～＋ 105°C 

R7F100Gxx3Cxx 

注意1. RL78マイクロコントローラには開発／評価用にオンチップ・デバッグ機能が搭載されています。オンチッ 
プ・デバッグ機能を使用した場合、フラッシュ・メモリの保証書き換え回数を超えてしまう可能性があり、 
製品の信頼性が保証できませんので、量産用の製品では本機能を使用しないでください。オンチップ・デ 
バッグ機能を使用した製品については、クレーム受け付け対象外となります。 

注意2. 2D：民生用途の製品は、TA = －40°C ～ ＋105°CをTA = －40°C ～ ＋85°Cに置き換えてください。 
注意3. EVDD0, EVDD1, EVSS0, EVSS1端子がない製品は、EVDD0とEVDD1をVDDに、EVSS0とEVSS1をVSSに置き換 

えてください。 
注意4. 製品により搭載している端子が異なります。2.1 ポートの端子機能～2.2.1 製品別の搭載機能を参照して

ください。
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16. 37.1 絶対最大定格 (p.1405, p.1406)

誤） 正）

P121, P122 
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－5 

－20 

10 

20 －40～＋105 

－0.5 

－2 

P121-P124 

通常動作時 

フラッシュ・メモリ・プログラミング時

1 

5 

P121-P124 

P121, P122 －5

－20 

P121, P122 10 

20 

2D：民生用途 

3C：産業用途

2D：民生用途

3C：産業用途

－40～＋105 

－40～＋105 

－40～＋85 

－40～＋85 
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17. 37.2 発振回路特性 (p.1407)

誤）

正）

2.4V≦VDD≦5.5V（30～36ピン製品）, 1.6V≦VDD≦5.5V（40～128ピン製品）, VSS = 0V) 

1.6V≦VDD≦5.5V, VSS = 0V) 
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18. 37.3.1 端子特性 (p.1415, p.1417)

誤）

正）

30～52 ピン製品の P17, P51 

32～52 ピン製品の P70 
30～52 ピン製品の P17, P51, P70 
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－0.5 

－0.5 

－0.5 

0.5 

0.5 

0.5 
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19. 高速オンチップ・オシレータ動作電流 (p.1434)

誤） 正）

HIPREC = 0 
HIPREC = 1 

240 380 
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20. 37.4 AC 特性 (p.1437)

誤） 正）

1.6 V≦VDD≦5.5 V1.8 V≦VDD≦5.5 V

RENESAS TECHNICAL UPDATE  TN-RL*-A0102A/J 発行日：2022年10月3日



(c) 2022. Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 30 of 31 

21. 37.6.1 A/D コンバータ特性 (p.1478, p.1479)

誤） 正）

内部基準電圧注 7，温度センサ出力電圧注 7) 
内部基準電圧，温度センサ出力電圧) 
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以上

注 7.  内部基準電圧、温度センサ出力電圧を変換対象にする場合は、1.8 V ≦ VDDで使用してください。
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